
　

家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
は
、
道
路
の
下
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
下
水
管
に
流

れ
込
み
、
終
末
処
理
場
で
浄
化

処
理
を
さ
れ
た
の
ち
、
河
川
な

ど
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
府
中
処
理
区
と

上
下
処
理
区
の
２
つ
の
処
理
区

が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
や
工
場

と
処
理
施
設
は
、
下
水
管
で
全

て
つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。
上
下

処
理
区
域
内
の
予
定
し
て
い
た

下
水
管
の
整
備
は
お
お
む
ね
完

了
し
、
府
中
処
理
区
域
で
は
、

現
在
も
整
備
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

府
中
処
理
区
内
の
汚
水
は
、

福
山
市
と
合
同
処
理
を
行
う
流

域
下
水
道
と
し
て
、
福
山
市
芦

田
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し

て
い
ま
す
。
供
用
開
始
か
ら
30

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
す
。

　

上
下
処
理
区
で
は
、
上
下
水

質
管
理
セ
ン
タ
ー
で
汚
水
の
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設
か

ら
20
余
年
が
経
過
し
、
設
備
は
、

15
年
ほ
ど
で
更
新
が
必
要
に
な

る
の
で
、
計
画
的
に
更
新
し
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
、

施
設
の
補
修
・
耐
震
化
に
費
用

が
必
要
で
す
。
府
中
処
理
区
の

下
水
道
使
用
料
単
価
は
、
他
の

自
治
体
平
均
よ
り
も
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。
経
費
回
収
率
は
、

平
成
25
年
度
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
前
の
４
年
間
も
40
％
台

で
あ
り
、
使
用
料
収
入
だ
け
で

は
、
経
費
の
半
分
も
満
た
し
て

い
ま
せ
ん
。

府
中
処
理
区
の
現
状

上
下
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
の
現
状

　

府
中
市
の
上
水
道
・
下
水
道
事
業
は

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料
な
ど
に
よ
り
施

設
の
整
備
、
維
持
管
理
、
事
業
運
営
な

ど
の
費
用
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
、
節
水
型
給
水

器
具
の
普
及
も
あ
り
、
水
道
お
よ
び
下

水
道
使
用
量
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
収
益

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
施
設
管
理

・
検
針
業
務
の
民
間
委
託
、
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
職
員
数
は
、

24
人
か
ら
19
人
へ
削
減
し
、
経
営
の
健

全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

将
来
に
わ
た
り
安
全
な
水
の
安
定
供

給
、
公
衆
衛
生
の
向
上
を
続
け
る
た
め

に
は
、
使
用
量
が
減
少
し
て
も
一
定
の

料
金
収
入
が
確
保
で
き
る
よ
う
新
た
な

料
金
体
系
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

水
道
水
を
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
届
け
る
た
め
に
は
、
き
れ
い

な
水
を
つ
く
る
浄
水
場
、
一
時

的
に
貯
め
る
配
水
池
、
家
庭
な

ど
へ
と
送
る
配
水
管
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
・
設
備
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
城
山
浄
水
場
・

用
土
浄
水
場
、
そ
し
て
３
つ
の

簡
易
水
道
の
浄
水
場
が
あ
り
ま
す
。

　

主
要
施
設
で
あ
る
城
山
・
用

土
浄
水
場
は
、
整
備
後
30
年
以

上
が
過
ぎ
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
貯
水
容
量
50
立

方
メ
ー
ト
ル
～
1,400
立
方
メ
ー
ト

ル
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の

配
水
池
が
、
20
池
あ
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
配
水
池
が
、
現

在
の
耐
震
基
準
に
は
適
合
し
な

い
た
め
、
計
画
的
か
つ
早
急
に

改
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
34
年
に
給
水
を
開
始
し

て
か
ら
、
昨
年
度
末
で
配
水
管

の
全
長
は
229
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

達
し
ま
し
た
。
配
水
管
の
寿
命

は
、
材
質
な
ど
に
も
よ
り
ま
す

浄
水
場
の
現
状

配
水
池
の
現
状

配
水
管
の
現
状

安
全
で
安
定
し
た
水
の
あ
る

暮
ら
し
を
、
こ
れ
か
ら
も
支

え
て
い
く
た
め
に

衛
生
的
な
暮
ら
し
と
自
然
環
境
を
、

こ
れ
か
ら
も
支
え
て
い
く
た
め
に

施設・設備の老朽化への対応と耐震化の改築。
計画的で早急な対応を必要とするものばかりです。
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が
、
だ
い
た
い
40
年
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
更
新
時
期

を
迎
え
る
管
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
道
水
を
安
定

し
て
供
給
し
続
け
る
た
め
に
は
、

施
設
・
設
備
を
計
画
的
に
補
修

・
改
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
大
規
模
地
震
を
受

け
た
と
し
て
も
、
施
設
の
機
能

に
重
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
耐
震
化
な
ど
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

※次回、水道料金・下水道使

用料の改定に向けて（中）は、

広報ふちゅう12月15日号に掲

載します。
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経過年数別にみた配水管の長さ

97.46㎞

96.57㎞

35.37㎞
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